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入選 

廣瀬 葵（ひろせ あおい） 由木中央小 1 年生 

作品名：ちいさなあかちゃん、こんにちは！ 

図 書：ちいさなあかちゃんこんにちは！未熟児ってなあに 

 

 このほんはイザベルというあかちゃんが、びょういんでうまれてから、おうちに

かえるまでをかいたおはなしです。イザベルは３かげつもはやくうまれました。ほ

んとうならおなかのなかで、たくさんのえいようをもらうじきにいまれてしまいま

した。だからとてもちいさくて、たくさんのたすけがひつようです。 

 わたしにはふたごのおとうとといもうとがいます。イザベルとおなじように、ち

いさくうまれました。だから、はじめてびょういんにあいにいったとき、ふたりは

ほいくきのなかにいました。そのころのしゃしんをみると、ふたりともはなにチュ

ーブをつけています。いもうとはなんにちか、こきゅうをたすけるきかいもつけて

いました。まだうまれたばかりなのに、おとうともいもうともイザベルもかわいそ

うです。 

 そのつぎにびょういんにあいにいったとき、ふたりはあかちゃんのベットがなら

んだへやにいました。ほいくきはもうありません。チューブもとれてかおがよくみ

えました。ちいさくてかわいかったけど、おとうとがおさるさんみたいでちょっと

こまったなとおもいました。 

 ふたりがたいいんしたのは、うまれてから６しゅうかんしてからです。わたしは

ベビーベッドをなんどもみにいきました。かわいくて、とてもうれしかったです。

おとうとのかおがおさるさんにみえなかったのもよかったです。イザベルのかぞく

も、たいいんしたときはうれしかったとおもいます。 

 ほんにはちいさくうまれたあかちゃんは、たくさんのたすけがひつようとありま

した。ほいくきやきかい、びょういんのせんせいやかんごふさんのちからもひつよ

うです。みんなががんばって、あかちゃんをたすけてくれます。 

 でもなかにはたすからなかったり、なんどもしゅじゅつをしないといけないあか

ちゃんがいます。おかあさんがげんきにうまれることはすごいことだとおしえてく

れました。 



 ふたごはもうすぐ３さいです。とてもげんきで、わたしのたからものをなげたり、

しゅくだいにらくがきをしたりします。そんなときは、ひとりっこになりたいとお

もいます。でも、ふたりがいないと、やっぱりさみしいとおもいます。ふたりがこ

れからもげんきにおおきくなってくれたらいいです。 

 


